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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• 関連資料, viii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, x ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, x ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexusデバイスの設置、設定、および維持に携わる、ハードウェア設置
者およびネットワーク管理者を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

Cisco Nexus 9336PQ ACI モードスイッチハードウェアインストレーションガイド
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説明表記法

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

関連資料
アプリケーションセントリックインフラストラクチャのマニュアルセットには、以下のマニュ

アルが含まれています。これらのマニュアルは、次の Cisco.comの URLで入手できます。http://
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www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/
tsd-products-support-series-home.html。

Web ベースのマニュアル

•『Cisco APIC Management Information Model Reference』

•『Cisco APIC Online Help Reference』

•『Cisco ACI MIB Support List』

ダウンロード可能なマニュアル

•『Cisco Application Centric Infrastructure Release Notes』

•『Cisco Application Centric Infrastructure Fundamentals Guide』

•『Cisco APIC Getting Started Guide』

•『Cisco APIC REST API User Guide』

•『Cisco APIC Command Line Interface User Guide』

•『Cisco APIC Faults, Events, and System Message Guide』

•『Cisco APIC Layer 4 to Layer 7 Device Package Development Guide』

•『Cisco APIC Layer 4 to Layer 7 Services Deployment Guide』

•『Cisco ACI Firmware Management Guide』

•『Cisco ACI Troubleshooting Guide』

•『Cisco ACI NX-OS Syslog Reference Guide』

•『Cisco ACI Switch Command Reference, NX-OS Release 11.0』

•『Cisco ACI MIB Quick Reference』

•『Cisco Nexus CLI to Cisco APIC Mapping Guide』

•『Application Centric Infrastructure Fabric Hardware Installation Guide』

•『Cisco Nexus 9508 ACI-Mode Switch Hardware Installation Guide』

•『Cisco Nexus 9336PQ Site Preparation and Hardware Installation Guide』

Cisco Nexus 9000 シリーズスイッチのマニュアル

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチのマニュアルは、http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/
nexus-9000-series-switches/tsd-products-support-series-home.htmlで入手できます。

Cisco Application Virtual Switch のマニュアル

CiscoApplicationVirtual Switch（AVS）のマニュアルは、http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/
application-virtual-switch/tsd-products-support-series-home.htmlで入手できます。
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マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、apic-docfeedback@cisco.comまでご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法およびその他の情報の収集方法については、次の URLで毎月更新される
『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂版の
技術マニュアルの一覧も示されています。http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/
whatsnew.html

https://tools.cisco.com/ServiceRequestTool/create/launch.doでサービスリクエストオンラインを開き
ます。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

概要

• 概要, 1 ページ

概要
Cisco Nexus 9336PQ ACIスパインスイッチ（N9K-C9336PQ）は、シスコアプリケーションセン
トリックインフラストラクチャ（ACI）向けの 2ラックユニット（RU）スイッチです。このス
イッチには、次のコンポーネントが含まれています。

• 36個の固定 40ギガビット着脱可能クアッド小型フォームファクタ（QSFP+）ポート

•コンソールポートおよびアウトオブバンド管理ポート（各 1）

• 1200-W AC電源モジュール（2）（N9K-PAC-1200W）

必須なのは 1つだけですが、冗長性のために 2つ必要です。

•ファントレイ（2）（N9K-C9300-FAN3）

ファントレイは、シャーシのポート側からシャーシ全体に冷気を取り込み、シャーシのファ

ントレイと電源モジュール側から排気します。

Cisco Nexus 9336PQ ACI モードスイッチハードウェアインストレーションガイド
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次の図は、シャーシの電源モジュールとファントレイ側から見たハードウェア機能を示していま

す。

図 1：シャーシの電源モジュールおよびファントレイ側のハードウェア機能

ファントレイ（2）3アースパッド1

電源モジュール（2）2

次の図は、シャーシのポート側から見たハードウェア機能を示しています。

図 2：シャーシのポート側のハードウェア機能

40ギガビット QSFP+ポート（36）5シャーシ LED1
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ネジ穴（2）。4支柱ラック用のフロントマウントブラケットを
取り付けるために使用（両側にそれぞれ 1つのブラケット）。

6USBポート2

シャーシの両側にあるノッチ。シャーシのファントレイと電源

モジュール側を下部支持ブラケットに固定するために使用。

7アウトオブバンド管理

ポート（RJ-45ポート）
3

コンソールポート（RJ232
ポート）

4

ポート

スイッチシャーシには次のタイプのポートがあります。

• 40ギガビット QSFP+インターフェイスポート（36）

•コンソールポート（1）

•アウトオブバンド管理ポート（1）

• USBフラッシュメモリポート（2）

インターフェイスポートは QSFP+トランシーバをサポートしており、左から右に番号が付けら
れています。これらのポートを使用して、スイッチが属する ACIネットワーク内の Cisco Nexus
9300スイッチにスイッチを接続します。これらのポートには、左から右に 1～ 36の番号が付け
られています。

コンソールポートを使用して、スイッチの初期設定を行うことができます。

アウトオブバンド管理ポートでは、スイッチの設定後にスイッチの動作を管理できます。

スイッチ設定をフラッシュドライブにダウンロードまたはアップロードする必要がある場合は、

2つの USBポートのいずれかでフラッシュドライブを使用できます。

トランシーバ

本スイッチは 40ギガビットQSFP+トランシーバをサポートし、40ギガビットモードで動作しま
す。また、次の表に示す光ファイバおよび銅線のトランシーバとケーブルをサポートしていま

す。

説明部品番号

LCコネクタ付き 40GBASE SR BiDi QSFP+トランシーバモジュール（マル
チモードファイバ（MMF）、328フィート（100 m）対応）

QSFP-40G-SR-BD

MPOコネクタ付き 40GBASE-SR4 QSFP+トランシーバモジュール（MMF、
最大距離 328フィート（100 m））

QSFP-40G-SR4

Cisco Nexus 9336PQ ACI モードスイッチハードウェアインストレーションガイド
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説明部品番号

MPOコネクタ付き 40GBASE拡張 CSR4 QSFP+トランシーバモジュール
（MMF、最大距離 984フィート（300 m））

QSFP-40G-CSR4

Cisco 40GBASE-CR4 QSFP+アクティブ光ケーブル（最大距離 3.3フィート
（1 m））

QSFP-H40G-AOC1M

Cisco 40GBASE-CR4 QSFP+アクティブ光ケーブル（最大距離 6.6フィート
（2 m））

QSFP-H40G-AOC2M

Cisco 40GBASE-CR4 QSFP+アクティブ光ケーブル（最大距離 9.8フィート
（3 m））

QSFP-H40G-AOC3M

Cisco 40GBASE-CR4 QSFP+アクティブ光ケーブル（最大距離 16.4フィート
（5 m））

QSFP-H40G-AOC5M

Cisco 40GBASE-CR4 QSFP+アクティブ光ケーブル（最大距離 23.0フィート
（7 m））

QSFP-H40G-AOC7M

Cisco 40GBASE-CR4 QSFP+アクティブ光ケーブル（最大距離 32.8フィート
（10 m））

QSFP-H40G-AOC10M

ラック内配線や隣接ラックとの配線に対し、本スイッチは 40ギガビットイーサネットの QSFP+
アクティブ光ケーブルをサポートしています。さらに長距離の配線に対しては、マルチモードお

よびシングルモードの QSFP+光トランシーバをサポートしています。

ファントレイ

本スイッチは、冷却用のポート側吸気エアーフローを供給する 2つのファントレイを備えていま
す。稼動中にファントレイの 1つをホットスワップできますが、1分以内に交換する必要があり
ます。 1分以内にファントレイを交換できない場合は、交換する準備が整うまで、障害が発生し
たファントレイをシャーシから取り外さないことをお勧めします。

ファントレイは、左側は FAN 1、右側は FAN 2とラベル付けされています。

スイッチを稼働させる際は、すべての電源モジュールとファントレイモジュールも一緒に稼

働させて、シャーシのポート側から冷気を取り込み、シャーシの電源モジュールとファント

レイ側から熱気を排出する必要があります。ホットアイル側から吸気すると、過熱状態にな

り、スイッチがシャットダウンする可能性があります。

（注）
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電源モジュール

本スイッチには2つの1200-W電源モジュール（部品番号N9K-PAC-1200W）があり、左側はPS1、
右側は PS2とラベル付けされています。スイッチには、動作用として 1つ、電源の冗長性用とし
てもう 1つの電源モジュールが必要です。稼動中に電源モジュールの 1つをホットスワップでき
ますが、それ以外の場合は、設計どおりのエアーフローを確保するために、必ず、2つの電源モ
ジュールをシャーシに取り付けておいてください。

スイッチを稼働させる際は、すべての電源モジュールとファントレイモジュールも一緒に稼

働させて、シャーシのポート側から吸気し（ポート側吸気エアーフロー）、電源モジュールと

ファントレイを通じて排気する必要があります。ホットアイル側からシャーシ内に吸気する

と、過熱状態になり、スイッチがシャットダウンする可能性があります。

注意
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温度要件
スイッチには 32～ 104°F（1～ 40°C）の動作温度が必要です。スイッチが動作していない場合、
温度は –40～ 158°F（–40～ 70°C）である必要があります。

湿度の要件
湿度が高いと、湿気がスイッチに侵入することがあります。湿気が原因で、内部コンポーネント

の腐食、および電気抵抗、熱伝導性、物理的強度、サイズなどの特性の劣化が発生することがあ

ります。スイッチの動作時の定格湿度は、相対湿度 8～ 80%、1時間あたりの湿度変化 10%で
す。非動作時条件の場合、スイッチは、相対湿度 5～ 95%に耐えることができます。温暖期の
空調と寒冷期の暖房により室温が四季を通して管理されている建物内では、スイッチ装置にとっ

て、通常許容できるレベルの湿度が維持されています。ただし、スイッチを極端に湿度の高い場

所に設置する場合は、除湿装置を使用して、湿度を許容範囲内に維持してください。
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高度要件
標高の高い（気圧が低い）場所でスイッチを動作させると、対流型の強制空冷方式の効率が低下

し、その結果、アーク現象およびコロナ放電による電気障害が発生することがあります。また、

このような状況では、内部圧力がかかっている密閉コンポーネント、たとえば、電解コンデンサ

が損傷したり、その効率が低下したりする場合もあります。このスイッチの動作時の定格高度は

-500～ 13,123フィート（-152～ 4,000m）であり、保管時の高度は -1,000～ 30,000フィート（-305
～ 9,144 m）です。

埃および微粒子の要件
シャーシ内のさまざまな開口部を通じて空気を吸気および排気することによって、排気ファンは

電源モジュールを冷却し、システムファントレイはスイッチを冷却します。しかし、ファンは

ほこりやその他の微粒子を吸い込み、スイッチに混入物質を蓄積させ、内部シャーシの温度が上

昇する原因にもなります。清潔な作業環境を保つことで、ほこりやその他の微粒子による悪影響

を大幅に減らすことができます。これらの異物は絶縁体となり、スイッチの機械的なコンポーネ

ントの正常な動作を妨げます。

定期的なクリーニングに加えて、スイッチの汚れを防止するために、次の予防策に従ってくださ

い。

•スイッチの近くでの喫煙を禁止する。

•スイッチの近くでの飲食を禁止する。

電磁干渉および無線周波数干渉の最小化
スイッチからの電磁干渉（EMI）および無線周波数干渉（RFI）は、スイッチの周辺で稼働してい
る他のデバイス（ラジオおよびテレビ受信機）に悪影響を及ぼす可能性があります。また、ス

イッチから出る無線周波数が、コードレス電話や低出力電話の通信を妨げる場合もあります。逆

に、高出力の電話からの RFIによって、スイッチのモニタに意味不明の文字が表示されることが
あります。

RFIは、10 kHzを超える周波数を発生させる EMIとして定義されます。このタイプの干渉は、電
源コードおよび電源、または送信された電波のように空気中を通じてスイッチから他の装置に伝

わる場合があります。米国連邦通信委員会（FCC）は、コンピュータ装置が放出するEMIおよび
RFIの量を規制する特定の規定を公表しています。各スイッチは、FCCの規格を満たしています。

EMIおよび RFIの発生を抑えるために、次の注意事項に従ってください。

•すべての空き拡張スロットをブランクフィラープレートで覆います。

•スイッチと周辺装置との接続には、必ず、金属製コネクタシェル付きのシールドケーブル
を使用します。
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電磁界内で長距離にわたって配線を行う場合、磁界と配線上の信号の間で干渉が発生することが

あり、そのために次のような影響があります。

•配線を適切に行わないと、プラント配線から無線干渉が発生することがあります。

•特に雷または無線トランスミッタによって生じる強力なEMIは、シャーシ内の信号ドライバ
やレシーバーを破損したり、電圧サージが回線を介して装置内に伝導するなど、電気的に危

険な状況をもたらす原因になります。

強力なEMIを予測して防止するには、RFIの専門家に相談することが必要になる場合がありま
す。

（注）

アース導体を適切に配置してツイストペアケーブルを使用すれば、配線から無線干渉が発生する

ことはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信号ごとにアース導体を施した高

品質のツイストペアケーブルを使用してください。

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の

影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁パルス（EMP）
により、電子スイッチを破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがありま

す。過去にこのような問題が発生した場合は、電力サージ抑制やシールドの専門家に相談し

てください。

注意

衝撃および振動の要件
本スイッチは、動作範囲、運搬、地震の基準に基づく衝撃および振動検査を経ています。

アース要件
スイッチは、電源によって供給される電圧の変動の影響を受けます。過電圧、低電圧、および過

渡電圧（スパイク）によって、データがメモリから消去されたり、コンポーネントの障害が発生

するおそれがあります。このような問題から保護するために、スイッチにアース接続があること

を確認してください。スイッチのアースパッドは、アース接続に直接接続するか、完全に接合さ

れてアースされたラックに接続できます。

この接続にはアースケーブルを用意する必要がありますが、スイッチと出荷されるアースラグを

使用してアース線をスイッチに接続できます。地域および各国の設置要件を満たすようにアース

線のサイズを選択してください。米国で設置する場合は、電源とシステムに応じて、6～12AWG
の銅の導体が必要です（一般に入手可能な6AWG線の使用を推奨します）。アース線の長さは、
スイッチとアース設備の間の距離によって決まります。
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電源に接続すると、AC電源モジュールが自動的にアースされます。設置場所のアースにシャー
シを接続することも必要です。

（注）

ラックおよびキャビネットの要件
次のタイプのスイッチ用ラックまたはキャビネットを設置できます。

•標準穴あき型キャビネット

•ルーフファントレイ（下から上への冷却用）付きの 1枚壁型キャビネット

•標準の Telco 4支柱オープンラック

スイッチを、ホットアイル/コールドアイル環境に置かれているキャビネット内に正しく設置す
るには、キャビネットにバッフルを取り付けて、シャーシの空気取り入れ口への排気の再循環を

防止する必要があります。

キャビネットのベンダーに相談して次の要件を満たすキャビネットを見つけるか、CiscoTechnical
Assistance Center（TAC）で推奨品を確認してください。

•取り付けレールがANSI/EIA-310-D-1992セクション 1に基づく英国ユニバーサルピッチの規
格に準拠する、標準 19インチ（48.3 cm）4支柱 Electronic Industries Alliance（EIA）キャビ
ネットまたはラックを使用している。

• 4支柱ラックの奥行は、前面マウントブラケットと背面マウントブラケットの間が 24～ 32
インチ（61.0～ 81.3 cm）である。

安定性に注意してください。ラックの安定装置をかけるか、ラックを床にボルトで固定して

から、保守のために装置を取り外す必要があります。ラックを安定させないと、転倒するこ

とがあります。

警告
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第 3 章

シャーシの取り付け

• スイッチの設置準備, 11 ページ

• ラックまたはキャビネットの設置, 13 ページ

• スイッチの開梱および確認, 14 ページ

• 4支柱ラックへのシャーシの設置, 15 ページ

• シャーシのアース接続, 19 ページ

• スイッチの電源投入, 21 ページ

スイッチの設置準備
システムの設置、操作、または保守を行う前に、『Regulatory Compliance and Safety Information for
the Cisco Nexus 9000 Series』を参照し、安全に関する重要な情報を確認してください。

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全について

の警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

本スイッチは、付属のラックマウントキットを使用して、次のタイプのラックに設置できます。

•開放型 EIAラック

•穴あき型 EIAキャビネット

使用するラックまたはキャビネットは、ラックの仕様, （35ページ）に記載された要件を満たし
ている必要があります。
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現時点では、ポート側吸気エアーフローを備えたスイッチシャーシを発注できます。このエアー

フローは、シャーシのポート側（I/Oモジュール側）から吸気され、シャーシの反対側にあるファ
ントレイおよび電源モジュールを通じて排気されます。シャーシは、I/Oモジュールポートを
コールドアイル側に配置して取り付ける必要があります。

スイッチシャーシを持ち上げる際には、次の注意事項に従ってください。

•スイッチを持ち上げる前に、電源コードと外部ケーブルをすべて外してください。

•足元を安定させ、スイッチの重量が両足に等しく分散されるようにしてください。

•スイッチは、背筋を伸ばしてゆっくりと持ち上げてください。背中ではなく足を伸ばして持
ち上げます。腰ではなくひざを曲げるようにしてください。

スイッチを設置する際には、次の注意事項に従ってください。

•スイッチを設置して設定する際は、設置環境およびメンテナンス記録, （51ページ）にス
イッチおよび設置に関する情報を記録します。

•スイッチの保守作業に支障がないように、また適切なエアーフローが確保されるように、ス
イッチ周辺に十分なスペースを確保します（スイッチの仕様については#unique_32を参照）。

•スイッチを配置する際は、必ず、ポート（I/Oモジュール）をホットアイル側に配置し、ファ
ントレイと電源モジュールをホットアイル側に配置します。これによって、スイッチを適

切に冷却することができます。ポートをホットアイル側に配置すると、過熱状態になり、

スイッチがシャットダウンする可能性があります。

•キャビネットまたはラックが、ラックの仕様, （35ページ）に記載された要件を満たしてい
ることを確認します。

キャビネットでジャンパ電源コードが使用できます。（注）

•シャーシが適切にアースできることを確認してください。スイッチを設置するラックがアー
スされていない場合は、シャーシのシステムアースと電源アースの両方を直接アースに接続

することを推奨します。

•設置場所の電源が、#unique_32に記載された電源要件に適合していることを確認します。使
用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用してください。

鉄共振テクノロジーを使用する UPSタイプは使用しないでください。このタ
イプのUPSは、データトラフィックパターンの変動によって電流が大幅に変
動するスイッチで使用すると、不安定になる可能性があります。

注意

•回路の容量が、各国および地域の規格に準拠していることを確認します。北米の場合、電源
には 15 A回路または 20 A回路が必要です。
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入力電力の損失を防ぐには、スイッチに電力を供給する回路上の合計最大負

荷が、配線とブレーカーの定格電流の範囲内となるようにしてください。

注意

•スイッチを取り付ける場合、締め付けトルクを次のように調整してください。

◦非脱落型ネジ：4インチポンド（0.45 N·m）

◦ M3ネジ：4インチポンド（0.45 N·m）

◦ M4ネジ：12インチポンド（1.36 N·m）

◦ M6ネジ：40インチポンド（4.5 N·m）

◦ 10-32ネジ：20インチポンド（2.26 N·m）

◦ 12-24ネジ：30インチポンド（3.39 N·m）

設置を開始する前に、スイッチとアクセサリキットに加え、次のアイテムが揃っていることを確

認してください。

• 8本の 12-24または 10-32ネジ（お客様側で用意。スライダレールと取り付けブラケットを
取り付けレールに取り付けるために必要）

•トルク調整可能な #1および #2プラスネジ用ドライバ

• 3/16インチフラットドライバ

•メジャーおよび水準器

•静電気防止用リストストラップなどの静電気防止用器具

•静電気防止用シート

•アース線（6AWGを推奨します）。地域および各国の規定に適合するサイズを使用してくだ
さい。アース線の長さは、スイッチから適切なアース場所までの距離に応じて異なります。

•アースラグ端子の寸法に適した圧着工具

•ワイヤストリッパ

ラックまたはキャビネットの設置
スイッチの設置前に、ラックおよびキャビネットの要件, （10ページ）に記載された要件を満た
す、標準的な 4支柱の 19インチ（48.3 cm）EIAデータセンターラック（またはこのようなラッ
クを含むキャビネット）を設置する必要があります。
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安定性に注意してください。ラックの安定装置をかけるか、ラックを床にボルトで固定して

から、保守のために装置を取り外す必要があります。ラックを安定させないと、転倒するこ

とがあります。

警告

装置を電気回路に接続するときに、配線が過負荷にならないように注意してください。警告

ステップ 1 床にラックをボルトで固定してからシャーシを載せます。

ステップ 2 接合された構造を持つラックの場合は、アースに接続します。この処置により、スイッチおよびコンポー

ネントを容易にアースでき、取り付けの際にアースされていないコンポーネントを扱うときに静電破壊を

防止するために、静電放電（ESD）リストストラップを簡単にアースできます。

ステップ 3 ラックにある電源装置にアクセスする必要がある場合は、設置するスイッチで必要なアンペア数のAC電
源コンセントを含めます。

複合電源モードまたは電源装置の冗長性モードを使用している場合、必要な電源は 1つだけで
す。入力電源の冗長性モードを使用している場合は、電源が 2つ必要です。

（注）

スイッチの開梱および確認
スイッチは、厳密に検査した上で出荷されています。輸送中の破損や内容品の不足がある場合に

は、ただちにカスタマーサービス担当者に連絡してください。

シャーシの輸送が必要となる場合に備えて、輸送用の箱は保管しておいてください。（注）

はじめる前に

スイッチの電気コンポーネントを保護するために、静電気防止用ストラップを着用し、モジュー

ルのハンドルとキャリアの端だけを持つようにしてください。静電気防止用ストラップをアース

接続するには、ストラップをアース線、アースされたシャーシ、またはアースされたラックに確

実に接続します。

ステップ 1 カスタマーサービス担当者から提供された機器リストと、梱包品の内容を照合します。次の品目を含め、

すべての品目が揃っていることを確認してください。

•アースラグキット

•ラックマウントキット

   Cisco Nexus 9336PQ ACI モードスイッチハードウェアインストレーションガイド
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•静電気防止用リストストラップ

•コネクタ付きケーブル

•発注したオプションの品目

ステップ 2 破損の有無を調べ、内容品の間違いや破損がある場合には、カスタマーサービス担当者に連絡してくださ

い。次の情報を用意しておきます。

•発送元の請求書番号（梱包明細を参照してください）

•破損している装置のモデルとシリアル番号

•破損状態の説明

•破損による設置への影響

ステップ 3 すべての電源モジュールとファントレイが、想定しているエアーフローの方向に対応していることを確認

します。このスイッチの場合は、ファントレイの表面に赤紫色のストライプが付き、電源に赤紫色のラッ

チが付いていなければなりません。

4 支柱ラックへのシャーシの設置
設置するスイッチには調整可能な 2組の下部支持レールが付属しており、これを 4支柱ラックに
取り付けてシャーシを支えることができます。これらの下部支持レールはそれぞれ 2つの部品か
ら構成されおり、一方がもう一方の内側にスライドするようになっています。ラックに合わせて

スライドを調節することにより、前後の取り付けポストの間隔（36インチ（91cm）未満）をラッ
クに合わせることができます。各下部支持レールの内側のスライドレールには、シャーシのモ

ジュール側を固定するシャーシ留め具が付いています。シャーシのポート側に吸気口がある場合

は、シャーシ留め具が付いている下部支持レールをラックのホットアイル側に配置する必要があ

ります。

はじめる前に

下部支持レールを取り付ける前に、以下の作業をすべて行う必要があります。

• 4支柱ラックまたはキャビネットが取り付けられていることを確認します。

•ラックまたはキャビネット内に他のデバイスが格納されている場合は、より重いデバイスが
軽いデバイスの下に設置されており、スイッチを設置するために少なくとも 2 RUの空きが
あることを確認します。

•下部支持レールキットがスイッチに含まれていることを確認します。
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•ラックに下部支持レールを取り付けるための 8本のネジが手元にあることを確認します（通
常M6 x 10 mmのネジ、またはラックの垂直取り付けレールに適したネジ）。

ステップ 1 次の手順で、下部支持レールをラックに取り付けます。

a) それぞれが 2本の下部支持レールから成る 2組のスライダを分け、シャーシ留め具が付いたレールが
ラックのホットアイル側になるように下部支持レールを配置します。下部支持レールの上部にシャー

シ用の空きスペースとして少なくとも 2 RUを確保します。
b) 2本のM6 x 10 mmネジ（または、ラックに適したその他のネジ）を使用して、シャーシ留め具が付い
た下部支持レールをシャーシのホットアイル側に取り付けます。ネジに適したトルクで各ネジを締め

ます（M6ネジには 40インチポンド（4.5 N·m）のトルクを使用）。
c) 取り付けたレールに沿ってもう一方の下部支持レールをスライドさせ、2本のM6 x 10 mmネジ（また
は、ラックに適したのその他のネジ）を使用して、ラックのコールドアイル側に取り付けます。ネジ

に適したトルクで各ネジを締めます（M6ネジには 40インチポンド（4.5 N·m）のトルクを使用）。
d) 取り付け済みのレールと同じ高さになるように調整しながら、ステップ 2～ 3を繰り返して、もう 1
組の伸縮式下部支持レールをラックの反対側に取り付けます。

取り付けた 2組の下部支持レールをチェックして、両方のレールが水平で互いに同じ高さで
あることを確認します。これらが水平でない場合は、高い方のレールを低い方のレールに合

わせて調整し、レールを 2本のネジを推奨トルクで締めてラックに固定します。

（注）

ステップ 2 次の手順で、シャーシの側面に 2つのフロントマウントブラケットを取り付けます。
a) 次の図のように、フロントマウントブラケットの 2つの穴を、シャーシの左右どちらかの側の 2つの
穴に合わせます。ブラケットのもう一方の面がシャーシのポート側と水平になるようにしてください。

図 3：シャーシの側面に対するフロントマウントブラケットの位置合わせと取り付け
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ブラケットをシャーシに固定するための 2本
のM4 x 6 mmのネジ。

2フロントマウントブラケットの 2つのネジ穴
をシャーシの2つのネジ穴に合わせ、ブラケッ
トの 1つのネジ穴がある面をシャーシの前面
に合わせる。

1

b) 2本のM4x 6mmのネジを使用してブラケットをシャーシに取り付けます。 11～ 15インチポンド（1.2
～ 1.7 Nm）のトルクで各ネジを締めます。

c) シャーシのもう一方の側面に対して、ステップ 2a～ 2bを繰り返します。

ステップ 3 次の手順で、シャーシをラックに取り付けます。

a) 次の図のように、ラックに取り付けた下部支持レール沿ってシャーシの電源モジュール側をスライド
させます。
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シャーシの電源モジュールクリップ付近の両側面が下部支持レールのシャーシ留め具に接し、シャー

シの両側のフロントマウントブラケットがラックの垂直取り付けレールに接するようにしてください。

図 4：下部支持レール上のシャーシのスライド

シャーシの両側の受入穴（下部支持レールの

シャーシ留め具に合致）

3シャーシがレールの端のシャーシ留め具でロッ

クされるように、シャーシの電源モジュール

側を下部支持レールに沿ってスライドさせる。

1

シャーシの両側をラックに固定するためのM6
× 10 mmラックマウントネジ（または、ラッ
クに適したその他のネジ）。

4シャーシを固定するシャーシ留め具（ラック

のホットアイル側に取り付け）。

2
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b) 各フロントマウントブラケットにM6 x 10 mmラックマウントネジ（または、ラックに適したその他
のネジ）をあてがい、シャーシの両側をラックに固定します使用するネジに適したトルクでネジを締

めます（M6ネジには 40インチポンド（4.5 N·m）のトルクを使用）。

次の作業

シャーシをアース接続する準備が整いました。

シャーシのアース接続
次の方法で、シャーシと電源モジュールをアースに接続するとスイッチは接地されます。

•データセンターのアースまたは完全に接合している接地したラックのどちらかにシャーシを
接続します（アースパッド位置で）。

シャーシのアース接続は、AC電源ケーブルがシステムに接続されていなくて
も有効です。

（注）

• AC電源にAC電源モジュールを接続するとAC電源モジュールが自動的にアースに接続され
ます。

装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。警告

はじめる前に

シャーシをアースする前に、データセンタービルディングのアースに接続できるようになってい

る必要があります。データセンターのアースに接続している接合ラック（詳細についてはラック

メーカーのマニュアルを参照）にスイッチシャーシを設置した場合は、アースパッドをラックに

接続してシャーシをアースできます。接合ラックを使用していない場合は、シャーシのアース

パッドをデータセンターのアースに直接接続する必要があります。

データセンターアースにスイッチシャーシを接続するには、次の工具と部品が必要です。

•アースラグ：最大 6 AWG線をサポートする、2穴の標準的バレルラグ。このラグはアクセ
サリキットに付属しています。

•アース用ネジ：M4 x 8 mm（メトリック）なべネジ× 2。これらのネジはアクセサリキット
に付属しています。

•アース線：アクセサリキットに付属していません。アース線のサイズは、地域および国内
の設置要件を満たす必要があります。米国で設置する場合は、電源とシステムに応じて、6
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～ 12 AWGの銅の導体が必要です。一般に入手可能な 6 AWG線の使用を推奨します。アー
ス線の長さは、スイッチとアース設備の間の距離によって決まります。

• No.1プラストルクドライバ

•アース線をアースラグに取り付ける圧着工具。

•アース線の絶縁体をはがすワイヤストリッパ。

ステップ 1 ワイヤストリッパを使用して、アース線の端から 0.75インチ（19 mm）ほど、被膜をはがします。

ステップ 2 アース線の被膜をはぎとった端をアースラグの開放端に挿入し、圧着工具を使用してラグをアース線に圧

着します（次の図の 2を参照）。アース線をアースラグから引っ張り、アース線がアースラグにしっか
りと接続されていることを確認します。

図 5：シャーシのアース接続

アースラグをシャーシに固定するために使用す

る 2本のM4ネジ
3シャーシのアースパッド1

接地ケーブル、0.75インチ（19 mm）の一方の
端からはがされた絶縁体、アースラグに挿入さ

れ、所定の位置に圧着されます。

2
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ステップ 3 アースラグを 2本のM4ネジを使用してシャーシのアースパッドに固定し（前の図の 1と 3を参照）、
11.5～ 15インチポンド（1.3～ 1.7 N·m）のトルクでネジを締めます。

ステップ 4 アース線の反対側の端を処理し、設置場所の適切なアースに接続して、スイッチに十分なアースが確保さ

れるようにします。ラックが完全に接合されてアースされている場合は、ラックのベンダーが提供するマ

ニュアルで説明されているようにアース線を接続します。

スイッチの電源投入
スイッチに電源投入するには、AC電源に 1つまたは 2つの電源モジュールを接続する必要があり
ます。使用する電源モジュールと電源の数は、次の条件によって異なります。

•複合電源を使用している（電源の冗長性を使用しない）場合は、1つの AC電源に 1つの電
源モジュールを接続します。

•電源モジュールに（n+1）の冗長性が必要な場合は、2つの電源モジュールを同じAC電源に
接続します。

•入力電源に（n+n）の冗長性が必要な場合は、各電源モジュールを異なる電源に接続します。

はじめる前に

スイッチに電源を投入する前に、以下を準備する必要があります。

•ラックに設置された、アース接続が完了しているスイッチ

•ご使用の国または地域向けの推奨電源ケーブル

•使用する電源ケーブルの範囲内にある必要なアンペア数の AC電源

ステップ 1 次のように、電源モジュールを AC電源に接続します。
a) ご使用の国または地域向けの推奨電源ケーブルを使用して（「Supported Power Plugs and Plugs（サポー
ト対象の電源プラグおよびプラグ）」を参照）、電源ケーブルの C19プラグを電源モジュールの電源
コンセントに接続します。

b) 電源ケーブルのもう一方の端を AC電源に接続します。
c)

LEDが緑色に点灯していることを確認します。LEDが消灯している場合は、AC電源の回路ブレー
カーがオンになっているかを確認します。

ステップ 2 次の手順で、2番目の電源モジュールを接続します。
a) ご使用の国または地域向けの推奨電源ケーブルを使用して（「Supported Power Cords（サポート対象の
電源コード）」を参照）、電源ケーブルの C19プラグを電源モジュールの電源コンセントに接続しま
す。
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b) 電源ケーブルの反対側を同じAC電源（電源の冗長性が必要な場合）、または別のAC電源（入力電源
の冗長性が必要な場合）に接続します。

c)
LEDが緑色に点灯していることを確認します。LEDが消灯している場合は、AC電源の回路ブレー

カーがオンになっているかを確認します。

次の作業

スイッチをネットワークに接続する準備が整いました。
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第 4 章

ACI ファブリックへのスイッチの接続

• ACIファブリックトポロジ, 23 ページ

• 他のデバイスに接続するための準備, 24 ページ

• リーフスイッチからスパインスイッチへのアップリンク, 25 ページ

• オプションのコンソール/アウトオブバンド管理インターフェイスの設定, 27 ページ

• トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス, 27 ページ

ACI ファブリックトポロジ
ACIファブリックトポロジには、次の主要コンポーネントがあります。

•アプリケーションセントリックインフラストラクチャコントローラ（APIC）（Cisco UCS
C220-M3Sサーバ）

•リーフスイッチ（Cisco Nexus 93128TXおよび 9396PXスイッチ）

•スパインスイッチ（Cisco Nexus 9336PQおよび 9508スイッチ）
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次の図のように、各スパインスイッチはリーフスイッチのダウンリンクポートに接続され、リー

フスイッチは 1つ以上の APICにアップリンクされます。

図 6：ACI ファブリックトポロジ

他のデバイスに接続するための準備
リーフスイッチに本スイッチを接続するための準備をする際は、次の各インターフェイスタイ

プを検討し、接続する前に必要な機器をすべて用意してください。

•各インターフェイスタイプに必要なケーブルのタイプ

•各信号タイプの距離制限

•必要な他のインターフェイス機器

電源コードおよびデータケーブルをオーバーヘッドケーブルトレイまたはサブフロアケーブ

ルトレイに配線する場合には、電源コードおよび他の潜在的なノイズ発生源を、シスコ機器

で終端するネットワーク配線からできるかぎり遠ざけておくことを強く推奨します。長いパ

ラレルケーブルを 3.3フィート（1 m）以上離して設置できない場合は、ケーブルをアース付
きの金属製コンジットに通して、潜在的なノイズ発生源をシールドしてください。

（注）

ケーブルに組み込まれていない光トランシーバは、ケーブルと分離した状態で届きます。これら

のトランシーバとケーブルの損傷を防ぐために、ポートにトランシーバを取り付ける際はトラン
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シーバにケーブルを接続せずに行い、その後、トランシーバに光ケーブルを差し込むことをお勧

めします。ポートからトランシーバを取り外す際は、ケーブルを外してから、トランシーバを取

り外します。

トランシーバと光ケーブルの有効性と耐用年数を最大化するために、以下を実行してください。

•トランシーバを扱うときは、必ず、アース線に接続した静電気防止用リストストラップを着
用してください。トランシーバを取り付けるとき、通常、スイッチは接地されており、リス

トストラップを接続できる静電気防止用のポートを備えています。静電気防止用のポート

が見つからない場合は、リストストラップをアース（シャーシのアース接続など）に接続し

ます。

•トランシーバの取り外しや取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けおよび取
り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバと光ファイバケーブル
は常に埃のない清潔な状態に保ってください。減衰（光損失）は汚れによって増加します。

減衰量は 0.35 dB未満に保つ必要があります。

◦埃によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、取り付ける前にこれらの部
品を清掃してください。

◦コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なり
ます。また、埃が付着したり、誤って手を触れた場合には、コネクタを清掃してくださ

い。ウェットクリーニングとドライクリーニングは、どちらも効果的です。設置場所

の光ファイバ接続の清掃手順を参照してください。

◦コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の
汚染の原因となることがあります。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷し
ている可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷して

いるかどうかを確認してください。

リーフスイッチからスパインスイッチへのアップリンク
各 Cisco Nexus 93128TXまたは 9396PXリーフスイッチを、同じ ACIファブリック内のすべての
Cisco Nexus 9336PQまたは 9508スパインスイッチにアップリンクする必要があります。 Cisco
Nexus 93128TXでは、スパインスイッチに対して 8つのアップリンク接続（アップリンクポート
1～ 8）が可能です。また、Cisco Nexus 9396PXスイッチでは、スパインスイッチに対して最大
12のアップリンク接続が可能です。次のトランシーバとケーブルを使用して、ACIファブリック
内のリーフスイッチとスパインスイッチを接続できます。

•次のリンク長に対応するCiscoQSFP+40ギガビット双方向トランシーバ（QSFP-40G-SR-BD）：

◦ OM3、最大 328フィート（100 m）に対応

◦ OM4、最大 492フィート（150 m）に対応
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•次のリンク長に対応する Cisco 40GBASE-SR4 QSFP+トランシーバ（QSFP-40G-SR4）：

◦ OM3、最大 328フィート（100 m）に対応

◦ OM4、最大 492フィート（150 m）に対応

•次のリンク長に対応する Cisco QSFP-40ギガビットイーサネット QSFP+トランシーバ
（QSFP-40G-CSR4）：

◦ OM3、最大 984フィート（300 m）に対応

◦ OM4、最大 1312フィート（400 m）に対応

トランシーバの仕様については、QSFP+トランシーバおよびケーブルを参照してください。

はじめる前に

•リーフスイッチとスパインスイッチをラックに完全に装着しておく必要があります。

•リーフスイッチとスパインスイッチをアース処理し、それらに電源を投入しておく必要が
あります。

• ACIファブリックで Cisco Nexus 9508スパインスイッチを使用している場合は、36ポートの
40ギガビット ACIスパイン I/Oモジュール（N9K-X9736PQ）のみをスイッチに装着する必
要があります。 ACIモードで実行する場合は、同じシャーシ内に他の I/Oモジュールを混在
させることはできません。

ステップ 1 QSFP-40G-SR-BD、QSFP-40G-SR、および QSFP-40G-CSRの場合は、トランシーバがインターフェイス
ケーブルに接続されていないことを確認してください。

ステップ 2 リーフスイッチのアクティブなアップリンクポートに適切なトランシーバに差し込みます。

• Cisco Nexus 93128TXスイッチでは、アップリンクポート 1～ 8がアクティブです。

• Cisco Nexus 9396PXスイッチでは、アップリンクポート 1～ 12がアクティブです。

ステップ 3 X9736PQ I/Oモジュールのスパインスイッチポートに同じタイプのトランシーバを差し込みます。

ステップ 4 ステップ 2と 3で、QSFP-40G-SR-BD、QSFP-40G-SR、または QSFP-40G-CSRトランシーバを差し込んだ
場合は、それらのトランシーバの開放端にケーブルを差し込みます。

ステップ 5 ACIファブリックの各スパインスイッチに対して、ステップ 1～ 4を繰り返します。
リーフスイッチが ACIファブリックの各スパインスイッチに接続されます。

ステップ 6 ACIファブリックの各リーフスイッチに対して、ステップ 1～ 5を繰り返します。
ACIファブリックの各リーフスイッチがネットワークの各スパインスイッチに接続されます。
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次の作業

APICがリーフスイッチにも接続されている場合は、ACIファブリックを自動的に開始すること
ができます。

オプションのコンソール/アウトオブバンド管理インター
フェイスの設定

オプションとして、監視やトラブルシューティング用のコンソールまたはアウトオブバンド管理

インターフェイスを設定できます。コンソールやアウトオブバンド管理インターフェイスの設定

方法については、『Cisco ACI Getting Started Guide』を参照してください。

トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、トランシーバおよび光ファイバケーブ

ルを常に埃のない清潔な状態に保つ必要があります。減衰（光損失）は汚れによって増加しま

す。減衰量は 0.35 dB未満でなければなりません。

メンテナンスの際には、次の注意事項に従ってください。

•トランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、アースしたシャーシに接続
している静電気防止用リストストラップを着用してください。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けおよ
び取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃によって光ファイバケー
ブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚染
の原因となることがあります。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れた場合には、コネクタを清掃してください。

ウェットクリーニングとドライクリーニングのいずれもが効果的です。設置場所の光ファ

イバ接続清掃手順を参照してください。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷し
ている可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷して

いるかどうかを確認してください。
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第 5 章

モジュールの交換

• ファントレイの交換, 29 ページ

• 電源モジュールの交換, 31 ページ

ファントレイの交換
本スイッチでは、設計どおりのエアフローを維持するために、必ず 2つのファントレイをシャー
シに取り付ける必要があります。ファントレイの 1つを一時的に取り外して、別のファントレ
イと交換することができます。ただし、交換用のファントレイを用意できない場合は、元のファ

ントレイをシャーシ内に残しておいてください。

すべてのファントレイと電源モジュールに、ポート側吸気エアーフローを示す赤紫色のストライ

プ（ファントレイのマーク）または赤紫色のレバー（電源モジュールのマーク）が付いている必

要があります。ファントレイまたは電源モジュールのいずれかに、ポート側排気エアーフローを

示す青色のストライプが付いている場合は、過熱状態が発生する可能性があります。シャーシの

ポート側はコールドアイルに配置してください。そのように配置しないと、過熱状態が発生する

可能性があります。

はじめる前に

ファントレイを交換する前に、次の条件の両方がそろっていることを確認します。

•シャーシ内でもう 1つのファントレイが動作していること。稼動中にファントレイを交換
するには、シャーシ内の空気を常に循環させるもう 1つのファントレイが必要です。

•交換用ファントレイは、エアーフローの方向がシャーシ内の他のモジュールと同じでなけれ
ばなりません。このスイッチはポート側吸気エアーフローを備えており、これは、ファント

レイ前面の赤紫色のストライプと電源モジュールの赤紫色のレバーで示されます。すべての

ファントレイと電源モジュールに、ポート側吸気エアーフローを示す赤紫色のマークが付い

ている必要があります。
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稼動中にファントレイを交換する必要がある場合に、上記の両方の条件が満たされない場合は、

交換する必要があるファントレイをシャーシ内に残し、必要なファントレイを入手するまで、設

計どおりのエアーフローを確保します。

ステップ 1 シャーシ内に残されたファントレイが動作しており、そのステータス（STS）LEDが点灯していることを
確認します。

シャーシが稼動していないときにファントレイを交換する場合は、この手順を省略できま

す。

（注）

ステップ 2 シャーシにファントレイを固定する非脱落型ネジをゆるめます。

ステップ 3 ファントレイハンドルを引いて、ファントレイをシャーシからスライドさせます。

モジュールの電気部品への静電放電（ESD）損傷を防ぐために、モジュールの背面の電気コネク
タには触れないでください。また、電気コネクタの損傷を防ぐために、触れることで曲がったり

破損する可能性があるものには接触させないようにします。

注意

ステップ 4 取り外したモジュールを静電気防止表面の上に置くか、静電気防止袋に収納します。可能であれば、安全

な輸送または保存のため、モジュールを梱包材に再こん包します。

ステップ 5 梱包材から交換用ファントレイを取り出し、静電気防止表面に置きます。

モジュールのハンドルを持ち、背面の電気コネクタには触れないでください。また、電気コネクタを保護

するために、シャーシ内部の電気コネクタ以外への接触は避けてください。

ステップ 6 Cisco Nexus 9336PQシャーシ（部品番号N9K-C9300-FAN3）に適したファントレイであることを確認しま
す。

モジュール前面のストライプの色がシャーシに設置されている他のファントレイのストライプ

の色と一致していることを確認します。

（注）

ステップ 7 ファントレイを空いているファントレイスロットの前に置き（電気コネクタを搭載したモジュールの背

面がスロットに最初に入るように配置すること）、前面がシャーシに接触するまでモジュールをシャーシ

に完全に差し込みます。最後の 0.2インチ（0.5 cm）は、シャーシのコネクタにモジュールをしっかり押
しつけて慎重に取り付けます。ただし、モジュールがそれ以上動かない場合は無理に押し込まないでくだ

さい（力を入れすぎるとコネクタが損傷する場合があります）。
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モジュールをスロットに完全に押し込むことができない場合は、モジュールをスロットから慎

重に取り外し、電気コネクタが破損していないか確認します。破損している場合は、Cisco
Technical Assistanceに連絡してください。破損していない場合は、この手順を繰り返してモ
ジュールを再度取り付けます。

（注）

図 7：ファントレイの取り付け

非脱落型ネジを取り付け、8インチポンド（0.9
N·m）で締めます。

2ファントレイ（N9K-C9300-FAN3）のハンド
ルを持ち、ファントレイの前面がシャーシに

接触するまで、コネクタの端をファントレイ

スロットに差し込みます。

1

ステップ 8 STS LEDが点灯し、グリーンになることを確認します。
STSLEDが点灯しない場合は、モジュールをシャーシから取り外し、シャーシ背面の電気コネクタが損傷
していないかを目で確認します。破損している場合は、Cisco Technical Assistanceに連絡してください。
破損していない場合は、前の手順を繰り返してモジュールを再度取り付けます。

ステップ 9 非脱落型ネジを締めて、ファントレイをシャーシに固定します。ネジを 8インチポンド（0.9 N·m）まで
締めます。

電源モジュールの交換
スイッチには2個の電源モジュールが必要です。一方の電源モジュールは動作用に電力を出力し、
もう一方の電源モジュールは他の電源モジュールまたは他の電源モジュールのグリッドが失敗す

る場合に備え冗長電力を提供します。
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すべての電源モジュールとファントレイモジュールは同じエアーフローの方向でなければなりま

せん。そうしないと、過熱状態が発生します。各モジュールは、エアーフローの方向を示すため

に色分けされます。赤紫色のストライプまたはラッチハンドルが付いたモジュールは、ポート側

吸気エアーフロー用であるため、ホットアイル側に向ける必要があります。青色のストライプま

たはラッチハンドルが付いたモジュールは、ポート側排気エアーフロー用であるため、コールド

アイル側に向ける必要があります。

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべ

てのカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用し

てください。

警告

システムの稼働時には、バックプレーンに危険な電圧または電流が流れています。保守を行

う場合は注意してください。

警告

はじめる前に

電源モジュールを交換する前に、次の条件の両方がそろっていることを確認します。

•他の電源モジュールスロットに機能的電源モジュールが 1つあること。稼動中に電源モ
ジュールを交換するには、シャーシに電力を常に出力する電源モジュールが 1つ必要です。
もう一方の電源モジュールは交換することができます。

•交換用電源モジュールは、シャーシ内の他のモジュールと同じエアーフローの方向でなけれ
ばなりません。他のモジュールに青色のストライプまたは青色のレバーがある場合は、交換

用電源モジュールには青色のレバーがなければなりません。他のモジュールに赤紫色のスト

ライプまたは赤紫色のレバーがある場合は、交換用電源モジュールには赤紫色のレバーがな

ければなりません。

稼動中に電源モジュールを交換する必要がある場合に、上記の両方の条件が満たされない場合は、

交換する必要がある電源モジュールをシャーシ内に残し、必要な電源モジュールを入手するまで、

設計どおりのエアーフローを確保します。

ステップ 1
交換していない電源モジュールで、OK（ ）LEDがグリーンに点灯し、エラー（ ）LEDが消灯して
いることを確認します（2つの LEDの位置については、次の図を参照）。動作中に電源モジュールを交
換する場合は、もう一方の電源モジュールがエラー状態になることなく電力を供給している必要がありま

す。そうしないと、一方の電源モジュールを取り外したときにシャーシの電源がダウンする可能性があり

ます。
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シャーシが停止しているときに電源モジュールを交換している場合は、この手順をとばすこと

ができます。

（注）

図 8：1200 W 電源モジュールのインストール機能

ハンドル4
エラー（ ）LED1

電源レセプタクル5
OK（ ）LED

2

イジェクタラッチ（ポート側吸気エアーフロー

用は赤紫色、ポート側排気エアーフロー用は青

色）

6電源モジュールの電力指定（このシャーシには

1200 W必要）
3

ステップ 2
交換する電源モジュールから AC電源プラグを抜き、 LEDが消灯していることを確認します。

LEDは、電源が電源モジュールに接続されていないことを示すオレンジ色で点灯するはず
です。

（注）

ステップ 3 ラッチを左に押して、ハンドルを引き、電源モジュールをシャーシスロットから引き出します。

モジュールの電気部品への静電放電（ESD）損傷を防ぐために、電源モジュールの背面の電気コ
ネクタには触れないでください。また、電気コネクタの損傷を防ぐために、触れることで曲がっ

たり破損する可能性があるものには接触させないようにします。

注意

ステップ 4 取り外したモジュールを静電気防止表面の上に置くか、静電気防止袋に収納します。可能であれば、安全

な輸送または保存のため、モジュールを梱包材にこん包します。

ステップ 5 梱包材から交換用電源モジュールを取り出し、静電気防止表面に置きます。

ファントレイのハンドルを持ち、背面の電気コネクタには触れないでください。また、電気コネクタを

保護するために、シャーシ内部の電気コネクタ以外への接触は避けてください。

ステップ 6 電源モジュールがシャーシに適していることを確認します。正しい電源モジュールには 1200Wのラベル
がついており、次の品番のいずれかがついています。
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N9K-PAC-1200W（ポート側吸気エアーフロー方向、赤紫色のラッチ）•

交換用電源モジュールのラッチの色がシャーシに設置されている他の電源モジュールのラッチ

の色と一致していることを確認します。

（注）

ステップ 7 交換用電源モジュールのハンドルを持ち、シャーシの空き電源モジュールスロットの前に電気コネクタが

ある側面を合わせ、ラッチがカチッと音を立ててモジュールが所定の位置にロックされるまでモジュール

をシャーシに完全に差し込みます。

ステップ 8 LEDが点灯し、オレンジになることを確認します。

LEDが点灯しない場合は、ラッチを左に押し、モジュールがシャーシの外側に出るまでモジュールの
ハンドルを引き、シャーシ背面の電気コネクタが損傷していないかを目視で確認します。破損している場

合は、Cisco Technical Assistanceに連絡してください。破損していない場合、ステップ 8を繰り返してモ
ジュールを再度取り付けます。

ステップ 9 電源モジュールの電源コンセントにACケーブルを差し込みます。電源ケーブルのもう一方の端がAC電
源に接続されていることを確認します。

ステップ 10 LEDが点灯し、グリーンになることを確認します。
LEDが点灯しない場合は、電源ケーブルが電源コンセントにしっかり接続されているか、また電源の回路
ブレーカーがオンになっていることを確認します。それでも LEDが点灯せず電源に障害がない場合は、
Cisco Technical Assistanceに連絡して指示を仰いでください。
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付録 A
ラックの仕様

• ラックの仕様, 35 ページ

ラックの仕様
ここでは、外部の周囲温度が 0～ 104 °F（0～ 40 °C）であると想定し、次の種類のキャビネット
およびラックに設置する場合の要件を示します。

•標準穴あき型キャビネット

•ルーフファントレイ（下から上への冷却用）付きの 1枚壁型キャビネット

•標準オープンラック

閉鎖型キャビネットに設置する場合には、標準穴あき型またはファントレイ付き1枚壁型の温
度調節タイプを使用することを推奨します。

（注）

障害物（電源ストリップなど）があると現場交換可能ユニット（FRU）へのアクセスに支障が
発生する可能性があるため、障害物のないラックを使用してください。

（注）

キャビネットおよびラックの一般的な要件

また、キャビネットまたはラックは、次の要件を満たしている必要があります。

•標準 19インチ（48.3 cm）（ANSI/EIA-310-D-1992のセクション 1に基づく英国ユニバーサル
ピッチの規格に準拠しているマウントレール付きの 2支柱または 4支柱の EIAキャビネット
またはラック）。「穴あき型キャビネットの要件」のセクションを参照してください。
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•シャーシごとの垂直方向のラックスペースの最小要件は、1 RU（ラックユニット）では、
1.75インチ（4.4 cm）です。

•装置の背面をラックに取り付けない場合、2本のラック取り付けレールの間の幅が、17.75イ
ンチ（45.0 cm）以上であること。 4支柱 EIAラックの場合、前方の 2本のレールの距離が
17.75インチ（45.1 cm）であること。

4支柱 EIAキャビネット（穴あき型または壁型）は、次の要件を満たしている必要があります。

•光ファイバケーブルの最小曲げ半径を確保するために、キャビネットの前方取り付けレール
から前面扉までに 3インチ（7.6 cm）以上のスペースが必要です。

•背面ブラケットを取り付けられるように、前方取り付けレールの外面と後方取り付けレール
の外面の距離が 23.0～ 30.0インチ（58.4～ 76.2 cm）となっている必要があります。

標準オープンラックの要件

「キャビネットおよびラックの一般的な要件」の項の要件に加えて、シャーシをオープンラック

（側面パネルまたは扉が付いていないもの）に取り付ける場合、ラックが次の要件を満たしてい

ることを確認します。

•シャーシごとの垂直方向のラックスペースの最小要件は、1 RU（ラックユニット）では、
1.75インチ（4.4 cm）です。

•シャーシ通気口と壁の間隔が 2.5インチ（6.4 cm）である必要があります。

穴あき型キャビネットの要件

穴あき型キャビネットの穴は、前面扉、背面扉、および側面にあります。「キャビネットおよび

ラックの一般的な要件」の項に示す要件に加えて、穴あき型キャビネットは、次の要件を満たす

必要があります。

•前面扉および背面扉の全体に穴があり、60 %以上穴が開いていること。扉の高さの 1 RUあ
たり 15平方インチ（96.8平方 cm）以上開口部があること。

•キャビネットの上面にも開口部があり、20%以上穴が開いていること。

•冷却が促進されるように、キャビネットの床面は開放型か穴あき型であること。

Cisco Rシリーズラックは、これらの要件に適合しています。

ケーブル管理の注意事項

ケーブル管理を考慮し、ラック内のシャーシの上下のスペースを広げて、すべての光ファイバま

たは銅ケーブルを簡単にラックに通せるようにすることもできます。
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付録 B
システムの仕様

• 環境仕様, 37 ページ

• スイッチの寸法, 37 ページ

• スイッチおよびモジュールの重量と数量, 38 ページ

• 電力要件, 38 ページ

• トランシーバ、コネクタ、およびケーブル, 39 ページ

• 1200 W AC電源ケーブル, 41 ページ

環境仕様

仕様環境

32～ 104°F（0～ 40°C）動作温度温度

–40～ 158°F（–40～ 70°C）非動作温度

5～ 95%周囲湿度（結露しないこと）相対湿度

0～ 13,123フィート（0～ 4,000 m）動作時高度

スイッチの寸法

高さ奥行幅スイッチコンポーネン

ト

3.5インチ（8.9 cm）
（2 RU）

22.3インチ（56.6 cm）17.4インチ（44.2 cm）Cisco Nexus 9336PQ
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スイッチおよびモジュールの重量と数量

数量ユニットあたり

の重量

コンポーネント

124.3ポンド
（11.0 kg）

Cisco Nexus 9336PQシャーシ（N9K-C9336PQ）

2—ファントレイ

2.4ポンド（1.1
kg）

-ポート側吸気（赤紫色のストライプ）ファントレイ
（N9K-C9300-FAN3）

2つ（動作
用に 1
つ、冗長

性用に 1
つ

（1+1））

—電源モジュール

2.64ポンド
（1.2 kg）

- 1200-W ACポート側吸気（赤紫色のラッチ）電源モジュール
（N9K-PAC-1200W）

電力要件

最大標準

660 W400 WCisco Nexus 9336PQ
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トランシーバ、コネクタ、およびケーブル

40 ギガビット QSFP+ トランシーバの仕様
次の図は、40ギガビット QSFP+トランシーバの主な機能を示しています。

図 9：QSFP+ トランシーバ

プルタブ2光ボア1

これらのトランシーバに適用されるケーブル仕様については、次の表を参照してください。

最大ケーブル

長

モード帯域幅

（MHz-km）
コアサ

イズ（ミ

クロン）

波長（nm）コネクタ

タイプ

ケーブル

タイプ

トランシーバ

98.4フィート
（30 m）

984フィート
（300 m）

1312フィート
（400 m）

500（OM2）

2000（OM3）

4700（OM4）

50.0

50.0

50.0

850MPO/MTPMMFQSFP-40G-CSR4

98.4フィート
（30 m）

328フィート
（100 m）

492フィート
（150 m）

500（OM2）

2000（OM3）

4700（OM4）

50.0

50.0

50.0

850PCまた
は UPC

MMFQSFP-40G-SR4
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最大ケーブル

長

モード帯域幅

（MHz-km）
コアサ

イズ（ミ

クロン）

波長（nm）コネクタ

タイプ

ケーブル

タイプ

トランシーバ

98.4フィート
（30 m）

328フィート
（100 m）

492フィート
（150 m）

500（OM2）

2000（OM3）

4700（OM4）

50.0

50.0

50.0

832～ 918LCMMFQSFP-40G-SR4-BD

光仕様については、次の表を参照してください。

伝送および受信波

長（nm）
受信パワー

（dBm）
伝送パワー

（dBm）
トランシーバタイ

プ

トランシーバ

840～ 860 nm0（レーンあたり
の最大）

-9.9（レーンあた
りの最小）

0（レーンあたり
の最大）

-7.3（レーンあた
りの最小）

MMFQSFP-40G-CSR4

840～ 860 nm2.4（レーンあたり
の最大）

-9.5（レーンあた
りの最小）

-1.0（レーンあた
りの最大）

-7.6（レーンあた
りの最小）

MPO/MTPマルチ
ファイバ

QSFP-40G-SR4

832～ 918+5（レーンあたり
の最大）

-6（レーンあたり
の最小）

5（レーンあたり
の最大）

-4（レーンあたり
の最小）

デュプレックス
MMF

QSFP-40G-SR4-BD

環境仕様については、次の表を参照してください。

仕様パラメータ

–40～ 185°F（–40～ 85°C）保管温度

32～ 104°F（0～ 40°C）動作温度

–40～ 70°C（–40～ 158°F）ケース温度

5～ 95 %ストレージの相対湿度
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RJ-45 コネクタ
RJ-45コネクタは、カテゴリ 3、カテゴリ 5、カテゴリ 5e、カテゴリ 6、カテゴリ 6Aのいずれか
のフォイルツイストペアケーブルまたはシールドなしツイストペアケーブルを外部ネットワー

クから次のモジュールインターフェイスコネクタに接続します。

•スイッチシャーシ

◦ CONSOLEポート

◦ MGMT ETHポート

GR-1089の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、両端に適切なアースを施したフォイ
ルツイストペア（FTP）ケーブルを使用する必要があります。

注意

次の図は、RJ-45コネクタを示しています。

図 10：RJ-45 コネクタ

ピン 22ピン 11

1200 W AC 電源ケーブル
長さコードセット定格電源コード部品番号ロケール

8.2フィート（2.5
m）

10 A、250 VACCAB-250V-10A-ARアルゼンチン

6.9フィート（2.1
m）

10 A、250 VACCAB-250V-10A-BRブラジル

8.2フィート（2.5
m）

10 A、250 VACCAB-250V-10A-CN中華人民共和国
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長さコードセット定格電源コード部品番号ロケール

8.2フィート（2.5
m）

10 A、250 VACCAB-250V-10A-ID南アフリカ

8.2フィート（2.5
m）

10 A、250 VACCAB-250V-10A-ISイスラエル

8.2フィート（2.5
m）

10 A、250 VAC 3112プラグCAB-9K10A-AUオーストラリア

8.2フィート（2.5
m）

10 A、250 VAC CEE 7/7プラグCAB-9K10A-AU欧州

8.2フィート（2.5
m）

10 A、250 VAC CEI 23-16/VIIプラ
グ

CAB-9K10A-ITイタリア

8.2フィート（2.5
m）

10 A、250 VAC MP232プラグCAB-9K10A-SWITZスイス

8.2フィート（2.5
m）

10 A、250 VAC BS1363プラグ（13
Aヒューズ）

CAB-9K10A-UK英国

8.2フィート（2.5
m）

13 A、125 VAC NEMA 5/15プラグCAB-9K12A-NA北米

6.6フィート（2.0
m）

NEMA L6-20-C13CAB-AC-L620-C13北米

6.6フィート（2.0
m）

6 A、200/240 VCAB-N5K6A-NA北米

8.2フィート（2.5
m）

10 ACAB-IND-10Aインド

2.3フィート（0.7
m）

10 A、250 VAC C14-C13コネクタCAB-C13-CBN（キャビネットジャンパ電

源コード）

9.8フィート（3m）C13-C14（埋め込み型レセプタク
ル）10A

CAB-C13-C14-AC（埋め込み型レセプタクル）

6.6フィート（2.0
m）

C13-C14コネクタCAB-C13-C14-2M（電源コードジャンパ）

   Cisco Nexus 9336PQ ACI モードスイッチハードウェアインストレーションガイド
42

システムの仕様

1200 W AC 電源ケーブル



付録 C
LED

• スイッチシャーシの LED, 43 ページ

• ファントレイの LED, 44 ページ

• 電源装置の LED, 44 ページ

スイッチシャーシの LED
BCN、STSおよび ENV LEDは、スイッチ前面の左側にあります。ポート LEDは、直近のポート
に上向きまたは下向きの三角形として表示されます。

状態色LED

オペレータが、シャーシ内でこのモジュールを識別するためにこの LED
をアクティブにしました。

青（点滅）BCN

このモジュールは識別されていません。消灯

スイッチは動作しています。グリーンSTS

スイッチが起動中です。オレンジに

点滅

温度がメジャーアラームしきい値を超えています。レッドで点

滅

スイッチに電力が供給されていません。消灯

電源モジュールおよびファントレイは動作しています。グリーンENV

少なくとも 1個の電源モジュールとファントレイモジュールが動作して
いません。

オレンジ
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状態色LED

ポートがトランシーバまたは他のコネクタに接続されています。グリーン（ポー

ト）
ポートは接続されていません。オレンジ

ファントレイの LED
ファントレイ LEDは、モジュール前面の通気孔の下にあります。

状態色LED

ファントレイは動作しています。グリー

ン

STS

ファントレイは動作可能ではありません（ファンはおそらく動作していませ

ん）。

赤

ファントレイに電力が供給されていません。消灯

電源装置の LED
電源装置の LEDは、電源装置の左前面の部分にあります。 OK（ ）LEDとエラー（ ）LED
で示される状態の組み合わせは、次の表に示すようにモジュールのステータスを示します。

表 1：電源モジュールの LED の説明

状態 LED LED

電源モジュールはオンであり、スイッチに給電しています。消灯グリーン

電源モジュールはAC電源に接続されていますが、スイッチに電力を
出力していません。電源モジュールがシャーシに設置されていない可

能性があります。

消灯グリーン

に点滅

電源モジュールに電力が供給されていません。消灯消灯
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状態 LED LED

電源モジュールに関する警告：おそらく次のいずれかの状況にありま

す。

•高電圧

•高出力

•低電圧

•電源モジュールはシャーシに取り付けられているが、AC電源に
接続されていない

•電源モジュールのファンが低速

オレンジに点

滅

消灯

電源モジュールの故障：おそらく次のいずれかの状況にあります。

•過電圧

•過電流

•温度過上昇

•電源モジュールファンの障害

オレンジ消灯
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付録 D
アクセサリキット

• アクセサリキットの内容, 47 ページ

アクセサリキットの内容
次の表は、アクセサリキット（N9K-C9300-ACK）の内容を図と共に示しています。

数量説明図

1DB-9F/RJ-45F PC端末

1キットアースラグキット

• 2ホールラグ（1）

• M4 x 8 mmプラスなべネジ（2）

1静電気防止用リストストラップ（使い捨

て式）

1中国のお客様向け危険物質一覧N/A
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このマニュアルに記載されている部品が 1つでも不足している場合は、Cisco Technical Support
（http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml）までお問い合わせください。

シスコのリセラーで本製品をご購入の場合、マニュアル、ハードウェア、および電源コードな

どのその他の内容物が含まれていることがあります。

（注）

出荷される製品には、各AC電源モジュール用の電源コードが含まれています。最大 45Aに対応
する 6 AWGアースケーブルを用意する必要があります。

付属するケーブルは、発注時の指定によって決まります。 AC電源モジュールで使用できる電源
コードは次のとおりです。

コード設定の説明電源コード部品番号ロケール

250 V、10 A、8.2フィート（2.5 m）CAB-250V-10A-ARアルゼンチン

250 V、10 A、6.9フィート（2.1 m）CAB-250V-10A-BRブラジル

250 V、10 A、8.2フィート（2.5 m）CAB-250V-10A-CN中国

250 V、10 A、8.2フィート（2.5 m）CAB-250V-10A-ID南アフリカ

250 V、10 A、8.2フィート（2.5 m）CAB-250V-10A-ISイスラエル

250 VAC、10 A、3112プラグ、8.2フィート（2.5 m）CAB-9K10A-AUオーストラリア

250 VAC、10 A、CEE 7/7プラグ、8.2フィート（2.5
m）

CAB-9K10A-EU欧州連合

10 A、8.2フィート（2.5 m）CAB-IND-10Aインド

250 VAC、10 A、CEI 23-16/VIIプラグ、8.2フィート
（2.5 m）

CAB-9K10A-ITイタリア

250 VAC、10 A、MP232プラグ、8.2フィート（2.5
m）

CAB-9K10A-SWスイス

250 VAC、10 A、BS1363プラグ（13 Aヒューズ）、
8.2（2.5 m）

CAB-9K10A-UK英国

125 VAC、13 A、NEMA 5-15プラグ、8.2フィート
（2.5 m）

CAB-9K12A-NA北米

NEMA L6-20-C13、6.6フィート（2.0 m）CAB-AC-L620-C13北米

200/240V、6A、8.2フィート（2.5 m）CAB-N5K6A-NA北米
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コード設定の説明電源コード部品番号ロケール

電源コードジャンパ、C13～C14コネクタ、6.6フィー
ト（2.0 m）

CAB-C13-C14-2M

電源コード、C13～C14（埋め込み型コンセント）、
10 A、9.8フィート（3 m）

CAB-C13-C14-AC

キャビネットジャンパ電源コード、250VAC、10A、
C14～ C13コネクタ、2.3フィート（0.7 m）

CAB-C13-CBN
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付録 E
設置環境およびメンテナンス記録

• 設置環境チェックリスト, 51 ページ

• 連絡先および設置場所情報, 53 ページ

• シャーシおよびモジュール情報, 54 ページ

設置環境チェックリスト
スイッチを正常に稼働させ、適切な通気を保持し、作業を容易にするには、装置ラックまたはキャ

ビネットの設置環境を整え、配置を決めることが重要です。

次の表に、スイッチの設置前に完了することが推奨される設置場所の準備作業を示します。 1つ
1つの準備作業を完了することで、スイッチを円滑に設置できます。

確認日時準備作業

設置場所の確認

広さおよびレイアウト

床の表面仕上げ

衝撃および振動

照明

物理的アクセス

メンテナンス作業の容易

さ

環境の確認
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確認日時準備作業

周囲温度

湿度

高度

空気の汚染

エアーフロー

電源の確認

入力電源のタイプ

電源コンセント

電源コンセントと機器の

距離

電源の冗長性のための専

用（個別）回路

電源障害時用の UPS

アース：適切なワイヤ

ゲージとラグ

回路ブレーカーの容量

アースの確認

データセンターのアース

ケーブルおよびインター

フェイス機器の確認

ケーブルタイプ

コネクタタイプ

ケーブルの距離制限

インターフェイス機器

（トランシーバ）
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確認日時準備作業

EMIの確認

信号の距離制限

設置場所の配線

RFIレベル

連絡先および設置場所情報
次のワークシートに、インストールに関する連絡先および設置場所の情報を記録してください。

担当者

担当者の電話番号

連絡先 Eメール

建物および設置場所の名称

データセンターの位置

設置フロアの位置

住所（1）

住所（2）

市町村

都道府県

担当者

郵便番号

国
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シャーシおよびモジュール情報
次の 3つのワークシートに、シャーシおよびモジュールの情報を記録してください。

表 2：スイッチ情報

契約番号

シャーシのシリアル番号

製品番号

表 3：ネットワーク関連情報

スイッチの IPアドレス

スイッチの IPネットマスク

ホスト名

ドメイン名

IPブロードキャストアドレス

ゲートウェイおよびルータのア

ドレス

DNSアドレス

   Cisco Nexus 9336PQ ACI モードスイッチハードウェアインストレーションガイド
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